2007年 7 月30日 起案

2007年11月 2 日 改訂

2007年12月21日 再改訂

2008年 7 月28日 第3改訂

支倉フェローシップ応募要領

支倉フェローシップは、グローバルCOE「脳神経科学を社会へ還流する教育研究拠点」に基づく若手研究者国際交流支援事業です。

記

1． 東北大学脳科学GCOE拠点メンバーの申請により、応募を受け付けます。

2． 拠点メンバーの研究室所属スタッフ、学生の海外出張、及び拠点メンバーの研究室への海外からの研究者（ポスドク含む）、学生（留学生）招致の経費支援を行います。

3． 短期（２週間以内）と中期（２週間から３ヶ月）の出張、招聘について、旅費、滞在費、必要に応じ日当を支給します。３ヶ月以上の長期の出張、招聘については、国際線往復旅費のみを対象とします。

4． 学会参加発表、共同研究調査、大学院就学のいずれについても対象とします。学会参加の場合は、筆頭著者ないしそれに相当するpresenting authorであることを条件とします。発表のタイトルと全著者名を[出張・招聘研究者の行動日程]の項に明記願います。

5． 応募にあたっては、規定の書式に必要事項を記入し、拠点メンバーがサイン（または押印）の上、実施予定日の２ヶ月前までに各拠点担当事務に提出願います（受付随時）。

6． 申請は国際連携委員会にて厳正に審査の上、採否を申請者に通知します。申請者は、出張・招聘の日程表（書式1-5）、航空券の見積書（最も安価なエコノミークラスを基本とする）を担当事務に提出願います。出張者には、旅行期間全体をカバーする海外旅行保険への加入を義務づけます（職員及びRAは労災によって保証されているため、新規加入は不要）。

7． 業務終了後２週間（短期）または１ヶ月（中期）以内に、当該拠点メンバーを通じ、業務内容の報告書（別に定める書式による）の提出を義務づけます。その内容は次回の申請時の審査の資料となります。

8． 不明な点は、各拠点事務局、または国際担当の山元(秘書：光山)にお尋ね下さい。

　　　(daichan@mail.tains.tohoku.ac.jpまたはk-mitsuyama@m.tains.tohoku.ac.jp)
以上
様式1-1

　20　　年度GCOE 支倉フェローシップ (HASEKURA FELLOWSHIP) 申請書

　　　　　　　　　　　　該当箇所を○または□で囲み、必要事項を記入してください。

	申請年月日
	20　　年　　月　　日
	受付番号
	

	種別
	出張　　　・　　　招聘
	対象者

区分
	スタッフ
	助教・助手・P.D.・その他（　　　　　　）

	
	短期　　　・　　　中期
	
	学生
	D3以上・D2・D1・その他（　　　　　）

	GCOE該当グループ名
	ゲノム行動神経科学　・　身体性認知脳科学　・　社会脳科学


下記の者を [ 出張させたい ・ 招聘したい ] ので、申請いたします。

【申請者（受入研究者）】

	1. 申請者（責任者）

氏名
	(漢字等)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　（注）　必ず署名または記名・押印すること。

	
	(ローマ字)  (姓)
	(名)

	2. 部局名
	生命科学研究科 (Grad. Sch. Life Sci.)・医学系研究科 (Grad. Sch. Med.)
加齢医学研究所 (Inst. of Devel. Aging and Canc.)・工学研究科 (Grad. Sch. Eng.)

	3. 職名


	(和文)

	
	(英文)

	4. 連絡先


	〒　　　-

電話番号：　　　　　　　　　　　　　（内線）　　　　　FAX番号：

e-mail :


	5. 研究課題

化学式・数式の使用はできません。
	(和文：40字以内、「()」　。等も１字として数える。)　※40語ではないので注意すること。

	
	

	
	(英文：100字以内、「()」　。等も１字として数える。)　※100語ではないので注意すること。

	
	

	6 出張・招聘を希望する期間
	西暦20　　年　　月　　日から西暦20　　年　　月　　日まで（　　　）日間


【出張・招聘対象者（候補者）】　✳を付した項目は招聘の場合のみ記入が必要です。

	7. 氏名
	(FAMILY)                   (First)                  (Middle)
	(漢字名)

	8. 国籍✳
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	9. 出張先又は招聘研究者所属機関名
	(和文)

	
	(英文)

	10. 部局名✳（注１）
	(和文)

	
	(英文)

	11. 現職名✳
	(和文)
	(英文)

	12. 機関所在国
	(和文)
	13. 専攻✳
	

	13. 最終学位✳
	(区分) 1.博士　2.その他　(　　　　　　　)
	(取得年)　 西暦　　　　年　取得

	14. 過去の採用歴
	1.有　　　　年度　支倉フェロー出張・招聘研究者　短期・中期　に採用
	2.無

	15. 候補者の連絡先

所属機関または自宅を記入すること

（注２）
	(主な連絡先[候補者宛の関係書類等送付先])  1.所属機関　　2.自宅

	
	（国外在住者は郵送に必要とされる住所を英語で記載。国内在住者は日本語で記載）

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX番号：


（注１）学会等参加の場合は会議名称を記入。　（注２）学内者は所属機関に代えてその項に学内便ボックス記号番号、学内便ボックス名を日本語で記入のこと。
様式1-2
=出張・招聘研究者（候補者）について=
	氏名　　(FAMILY)                   (First)                       (Middle)　　　　　　　　　



	【主な学歴（大学以降）】　　　　　　　　　　　学位　　　　　　　　　　取得年



	【主な職歴】　　　　　　　　　　　


	【受賞履歴（受賞年）】（注）フェローシップは含まない。（　）年に受賞年を記入すること　　　　　　　　　　　


	【出張・招聘研究者が行っている研究の概要】　　　　　　　　　　　


	【出張・招聘研究者の研究業績】（代表的な著書、論文の題名、発表誌、発表年月日を記入すること。）



様式1-3
	【来日に関する予備交渉の経過】✳（過去の来日歴や、使用言語も含む）



=招聘計画について=
	【申請者（氏名　　　　　　　　　　　　　）が行っている研究の概要と招聘研究者との関連】



【滞在中の主な協力研究者】✳
	氏　名
	所属機関名
	職　名
	部局・専攻等
	所属機関コード

	
	
	
	
	


様式1-4
【出張・招聘研究者の行動日程】（研究が主として行われる研究機関及び訪問先等での研究討議・意見交換に関する具体的内容及び講義・講演等の具体的計画）

	

	【この支援による我が国及び諸外国における学術の進展への寄与】



	【外国人招聘研究者のための宿泊施設等、生活上の便宜供与についての見通し】✳


	【その他参考となる事項】

  　　　　　   (出発の国際空港の所在都市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)


様式1-5

日程表（外国出張用）

	年　　月　　日
	発　着　地　名

（国名）
	訪　問　機　関　名

（会場名及び都市名）
	滞在

日数
	用　　務

	
	
	
	
	








